










Ⅰ　Reye 症候群剖検例の調査(1976年 2月現在)

　急性脳症の臨床診断で死亡した小児剖検例(15 才以下)の実態を知る為に日

本病理学会剖検輯報により 1968 年 1 月から 1973 年 12 月に至る 6 年間につい

て調査した。

　表 1 はそのまとめである。全症例は 84 例で,脳浮腫と脂肪肝を示し Reye 症

候群を思わせる症例は 17 例であった。肝機能障害を示す明らかな Reye 症候群

の典型例は更に少くなると思われる。29例に細菌感染所見が,13例にウイルス

感染所見が,10 例に奇形や出血等の中枢神経病変が見出された。胸腺リンパ体

質,リンパ節腫大などの診断がなされたものを“その他”に分類し,11 例であ

った。


